

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(WalterJ.Ong, Orality and Literacy)を引き合いに出
し､河南省西部在住の影戯芸人の歌詞記録作業を通
して考えたことを発表したところ､若い研究者から
反響があった｡次号の『中華戯曲』 (山西戯劇出版社)
に｢影戯探訪経験来論"口頭文化''輿"写字文化"｣
として掲載の予定｡また､ ｢楽戸(儀式と音楽を司
る特殊身分の人たち)｣を囲んだ座談会にて以下の
ようなやりとりがあった｡
質問者:次世代への継承の問題はどうですか?
楽戸:国家級非物質文化遺産に山西寮社文化が指定
されたことで活動資金や継承者の問題も解決された
のですが､継承者が覚えが悪くて日.｡
稲葉:あなたが若いときには､どのように現在の技
術を学びましたか?師匠が直接伝授する形
ですか?それとも日常の寮社活動を通じて
覚えたのですか?
楽戸:師匠が特別に時間を割いて伝授ということは
ありませんでした｡活動参加だけです｡
稲葉:賓者活動は年のうち何日くらい参加していま
したか?
楽戸: 100日以上になると思います｡
稲葉:ということは､一年のうち三分の一は実際に
奉社活動をしていたわけですね｡
楽戸:そうです｡
"口頭(口承)"とは､ある一定時間口承の条件に身
をおくことなのではあるまいか｡南京影の場合､五
年ほどであっても王長生は李福増のもとで口承伝承
の条件を満たし､張燕林らにはそれが整わなかった
のではないかと考える｡
(18)六十年代に南京影に影響を与えた黒龍江省ハルビン
児童劇院の高淑芳を探訪したときにも｢南京には-
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人芸人がいたが､若死にしたのでもう南京の芸は見
られない｡｣と言われ､赤いシャツを来た若々しい
人物の写真を見たのを思い出した｡電話で確認する
と､それが王長生とのこと｡まだ｢張燕林らが活動
しているではないか｣というと､ ｢活動しているの
は挑其徳だ｣という答えが返ってきた｡また､南京
を訪ねてから改めて江玉祥教授の『中国影戯輿民俗』
を読むと､山東影の項目に王長生からの書簡が紹外
されていた｡いずれも､口承芸人に重きを置き､張
燕林らの活動は視野に入っていない｡
19 ｢皮影戯｣もまた世界遺産申請が試みられたが､当
選はせず､いくつかの都市が推す｢国家級非物質文
化遺産｣となった｡しかし､既に問題が指摘されて
いるように､具体的にはどの上演団体が｢皮影戯｣
なのであろうか｡また､本稿で提示した問題は考慮
されているのだろうか｡
(20)少々飛躍するが､ここ数年筆者が主張していること
である｡農村に往時のような余暇活動の要請がなく､
芸人も芸以外の刺激が多いなど､伝承の環境自体が
大きく変化している｡仮に弟子をとらせ､十分な上
演活動が実現されても､往時の芸をそのまま継承
するのは困難であろう｡更に､口承芸は､ ｢近代影
戯｣や早くに政府に認識されるような目立つ活動を
行う団体だけでなく､身近な農村にこそ大量に分布
し､高齢化が進んでいることに目をむけるべきと考
mm
21 『南京農報』では｢皮影制作には騒皮が最もよく､
色彩とつやに透明感があり､厚みも適している｡し
かし南京皮影戯は山東の風格を深くうけつぎ､戟
関する内容が多いことから質実剛健を必要とするた
め牛皮を主に用いる｡｣とする｡髄皮を用いるのは
河北東北の灘州皮影戯で､それを前提とした物言い
である｡また『現代快報』の記事では､挿絵に載せ
る影人は駅西東路のものである｡いずれもそれなり
に一家言のあるコレクターや張燕林ら上演のプロを
取材したものだが､そうした専門家というべき人た
ちにも認識の混同が起こっていることの現れであろ
う｡
図1南京影上演メンバー
図2 ｢鶴と亀｣上演
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図3 ｢狼と羊｣上演
図4 ｢打小妖精｣上演
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